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Ⅰ　 研究の成果 　　(1000字程度)
温度勾配 のある場 に微小 な粒子が存在 す る場合 、粒 子は高温側 か ら低温側へ 移動す る。 こ
の現象 を熱泳動(Thermophoresis)とい う。すす粒 子は微 小な一次粒 子が凝集 して形成 され
た複雑 な形状 を持 つため，すす粒子の熱 泳動効果 の挙動 には，すす粒子 の複 雑 な形状 が影
響を及ぼ してい ると考 え られ る。 そこで微小な1次 粒子が多数凝集 して形成 され てい る，
複雑 な形状 を有す るすす粒 子 に関 して，凝集体 の形状 が熱泳動効果 に及 ぼす影 響 を詳 細に
検討 した。試料 としてはすす粒 子の代表物質 として用 い られ 、性質 を一定 に保 つ こ とがで
きるカー ボンブラ ックを用 いた。 これ らの粒子 は凝集 の構造 が違 うもの を採 用(表1)し ，
熱泳動速度 との関連 を検討 す ることと した。測定 した熱泳動速度を 図1に 示 す。 既往 の研
究で は，空隙率の大 きいすす粒子 の熱 泳動速度 は，waldmannの式 にほぼ従 うことが示 さ
れている。今回の測定では，＃40は，か さ密
度が小さくDBP吸 着量が大 きいため，全体
的 に隙聞の多い構造 かつ微細 な表面積 が大
きい ことか ら，一次粒子 が隙間の多い状態で
凝集 した構造 である と考 え られ る．＃44と
＃45については，＃40に比べてか さ密度が大
きく全体的に隙間の少 ない構造 といえる．さ
らに＃45は，DBP吸 着 量が最 も小 さいため
微細 な表面積 が小 さ くなって い る．以 上 よ
り，一次粒 子の凝集状態 が，＃40，＃44，＃45
の順 に隙 間の少 ない構造 となってい る と考
えられる．これ らの試料 の一次粒子サイズは
ほぼ同一であるので，凝集 したすす粒 子 と周
囲気体 との相 互作 用 を考 えた場合 ，＃45，
＃44，＃40の順に希薄度 が高い時 と同等 の状態 になっている もの と考え られ る． これ は熱泳
動の影響が この順 に強 くな ることを意 味す るこ とになる．以上 よ り，一次粒子 の凝集状態
が，＃40，＃44，＃45の順 に隙間の少 ない構造 となっている と考 えられ る。 したがって＃40，
＃44，＃45の順に熱泳動速度 が小 さくなったもの と考察 される。この議輪 は一次粒 子径24nm
の3種 の粒 子に関 して行 ったが，＃30，33の一次粒子径30nmの2粒 子 に関 して も同様 の こ
とが言え ると考 え られ る。 まとめ ると結果 として， かさ密度が大 き く全体的 に隙間が少な
い状態で凝集 している方が熱 泳動速度が小 さくなること，およびDBP吸 着量が大 き く微細
な表面積が大 きいほ ど熱泳動速度 が大き くな るこ とがわかった。
表1　粒子の性質


